
［身近なデータ］ 

（データは省略した記述にしてあります。） 

（総評） 

データを集めるということは、科学の基本です。データなくしては他の人に研究内容を理解してもらうことはできません。

しかし、ただやみくもに集めればいいというものではなく、ここでご紹介した研究は、データへのアプローチ、集め方、分

析の方法が秀でたものです。（うさこ先生談） 

 

各タイトルの前にある★印の年度とタイトルは、当 HP で御紹介した過去の関連実験の報告です。今回御紹介している作品

とあわせて、ぜひ参考にしてください。 

 

［データ 1］ ４年  匿名希望   平和について考える   

 

 

 

 

 

 [見学と考えたこと] 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

［データ２］4 年  堀 雄貴   カブトムシの観察日記 

★2016 年 データ ５年 浮田 美咲 「せみの羽化」 

★2012 類似 5 年 井関 斐稔 「羽化を探るー羽化の条件と成功率―」 

★2011 年 データ 6 年 齊藤 隆文 「平尾山の昆虫たち」 

★ 2010 年くまたろう 5 年 斉藤 隆文 「カミキリムシの生態と生活史」 

★ 2009 年くまたろう 4 年 斎藤 隆文 「トンボの生態と生活史」  

★ 2008 年くまたろう 3 年 斎藤 隆文 「スズメバチの生態と生活史」 

★2007 年 類似 4 年 吉田 汐音「カブト虫の成長の記録-クヌギマットと腐葉土マットのちがい」   

★2007 年 類似 4 年 飯島 健之恭「カブトムシとクワガタの力くらべ」 
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 [実験と結果 1] 
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